
嬉野市脱炭素セミナー
2026年3⽉17⽇（⽕）
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⼭⼝ 真知（Yamaguchi Masatomo）

SAGA COLLECTIVE協同組合 事務局⻑
グッドデザイン賞2024 受賞、第25回グリーン購⼊⼤賞 ⼤賞・環境⼤⾂賞
脱炭素チャレンジカップ2025 環境⼤⾂賞

中⼩企業診断⼠
環境省認定制度 脱炭素アドバイザーアドバンスト
慶應義塾⼤学⼤学院メディアデザイン研究所 リサーチャー
駒澤⼤学経済学部現代応⽤経済学科ラボラトリ 外部研究員
佐賀⼥⼦短期⼤学 アドバイザー

ジェトロ⼊構後の2017年に佐賀へ赴任し、県産品の輸出拡⼤に従事。後のSAGA COLLECTIVEメ
ンバーと出会う。インドへ転勤後、新型コロナの感染拡⼤に伴う緊急帰国のタイミングで独⽴と
移住を決断。SAGA COLLECTIVEの法⼈化を知り、⾃ら事務局⻑を志願。中⼩企業診断⼠の資格
を持ち、補助事業等により活動予算を⾃ら確保しながら、運営に伴う実務・管理全般を担当。



脱炭素経営の4つのステップ
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知る

測る

1

2

減らす

3

開⽰する

4
脱炭素に取り組む
理由を語る

温室効果ガス排出量を
算定する

算定結果から削減策を
導き出す、実⾏する

脱炭素に取り組む理由、
ポリシー、数字を開⽰する



SAGA COLLECTIVEとは
佐賀県の伝統産業10種のメーカー11社からなる協同組合

（諸富家具）
レグナテック

（醤油・味噌）
丸秀醤油

（佐賀海苔）
三福海苔

（うれしの茶）
⼩野原製茶問屋

（ゆず製品）
川原⾷品

（⽇本酒）
天⼭酒造

（うれしの茶）
徳永製茶

（和紙）
名尾⼿すき和紙

（有⽥焼）
李荘窯業所

（神埼そうめん）
井上製麺

（鍋島緞通）
吉島伸⼀鍋島緞通

（賛助会員）
旅館あけぼの
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循環と継承
地域の⼒を次につなげる。安⼼して「継承」できる舞台を整える
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廃棄

継承

消費

ロス

再利⽤

CO2
吸収

ものづくり

⾃然

原料

商品流通

⽣活者

つくり⼿

排出

知る1



エシカル（倫理的な）

• 環境保護
• ペーパーレス
• 梱包・包装削減
• CO2ゼロ、など

地球にやさしい

• 無添加
• 天然素材
• オーガニック
• バリアフリーデザイン、など

⼈にやさしい

• 地産地消
• 職⼈⽀援
• 男⼥参画
• 学⽣交流、など

社会にやさしい

各社がこれまで当たり前のようにやってきたことを続ける、強化する

名尾⼿すき和紙が栽培する梶の⽊ 丸秀醤油の無添加、天然醸造の味噌 吉島伸⼀鍋島緞通の⼀⼦相伝の技術継承
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地球にやさしい
気候変動は「いま」「わたしたち」の問題

7

海苔の不漁 和紙工房の被災

写真：NHK 写真：佐賀新聞
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Scope1：直接排出、Scope2：間接排出、Scope3：他社の排出

8

原材料費 燃料費 電⼒費 輸送費

仕⼊費⽤×単元データ
※⾦額あたりCO2

or
素材重量×単元データ

※重量あたりCO2

重量あたり
CO2量
※購⼊先の
明細表に記載

Kwあたり
CO2量
※購⼊先の
明細表に記載

発送個数×単元データ
※配送事業者開⽰の1個あたりCO2

or
発送距離×重さ×単元データ

※トンキロ法によるCO2

環境省、経済産業省「グリーン・バリューチェーンプラットフォーム」 SA
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CO2排出量算出の考え⽅

9
出典：環境省『サプライチェーン 排出量算定の考え⽅』（p.5）
出典：環境省『制度概要 - 温室効果ガス排出量 算定・報告・公表制度』 SA
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CO2排出量算出シートのイメージ
ガス・電気等の使⽤量・排出係数に基づきCO2排出量（Scope1,2）を算定。

10
（Scope1：排出原単位）https://ghg-santeikohyo.env.go.jp/files/calc/itiran_2023_rev3.pdf
（Scope2：排出原単位）https://ghg-santeikohyo.env.go.jp/files/calc/r06_coefficient_rev.pdf ※令和6年提出⽤

合計（tCO2） Scope1 tCO2 47.10 Scope2 tCO2 60.00
107.10 ※燃料の使⽤が対象。ガソリン、灯油、軽油、A重油、LPG、LNGなど。 ※電気の使⽤が対象。

AAA⽯油 BBB⽯油 CCCエナジー DDD電⼒
液化⽯油ガス(LPG) A重油 ガソリン （参考値）事業者全体

3.00 2.71 2.24 0.000500
tCO2/t tCO2/kL tCO2/kl tCO2/kWh
LPガス A重油 ガソリン ⾼圧電⼒

ｍ3 ℓ ℓ kW / kWh
2022 ４⽉ 100.00 1,000.00 250.00 2021 ４⽉ 10,000.00

５⽉ 100.00 1,000.00 250.00 ５⽉ 10,000.00
６⽉ 100.00 1,000.00 250.00 ６⽉ 10,000.00
７⽉ 100.00 1,000.00 250.00 ７⽉ 10,000.00
８⽉ 100.00 1,000.00 250.00 ８⽉ 10,000.00
９⽉ 100.00 1,000.00 250.00 ９⽉ 10,000.00

１０⽉ 100.00 1,000.00 250.00 １０⽉ 10,000.00
１１⽉ 100.00 1,000.00 250.00 １１⽉ 10,000.00
１２⽉ 100.00 1,000.00 250.00 １２⽉ 10,000.00

2023 １⽉ 100.00 1,000.00 250.00 2022 １⽉ 10,000.00
２⽉ 100.00 1,000.00 250.00 ２⽉ 10,000.00
３⽉ 100.00 1,000.00 250.00 ３⽉ 10,000.00
合計 1,200.00 12,000.00 3,000.00 合計 120,000.00

2.62 12.00 3.00
7.86 32.52 6.72 60.00

単位変換
tCO2 tCO2

排出係数単位 排出係数単位
種類 種類
単位 単位

事業者名 電気事業者名
燃料区分 メニュー
排出係数 調整後排出係数

活動量

排出
原単位
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算定対象のイメージ
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質量や⾦額ベースでの配分 カーボンフットプリント

Scope1,2 Scope3

商品単位

組織単位

⾃社
サプライ
チェーン

全体
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まずは⾃社の排出量（Scope1,2）から。必要に応じて算定対象の拡⼤・細分化を検討

測る2
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CO2排出量の実績と2030年の⽬標
活動開始の2021年度を基準。2024年度は累計368tCO2（22.8％）削減

Scope1
625

tCO2

Scope2
992

tCO2

610

770

584

731

527

504
（参考）

NDC
⽔準

2021 2022 2023 2030⽬標

1,116
1,031

1,617

1,380
1,315

368

Scope2：年6.1%削減
Scope1：年2.5%削減

スギ植林効果
41,818本
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653

2024

1,249

減らす3



CO2排出量算出の考え⽅

13環境省「サプライチェーン 排出量算定の考え⽅」 SA
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エネルギーを
どれだけ使ったか

エネルギーを1つ使うと
どれだけ⼆酸化炭素がでるか

活動量 排出
原単位

減らす3



CO2排出量削減の考え⽅

14環境省「サプライチェーン 排出量算定の考え⽅」 SA
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使う量を減らす クリーンエネルギーを使う

活動量 排出
原単位

減らす3



電気使⽤量の⾒える化（モニタリング）
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毎⽉の電気使⽤量を全従業員に共有。前年⽐10％削減を⽬標に、節電の徹底

減らす3



電気使⽤量の⾒える化（機械への表⽰）
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加⼯機械に稼働時間と消費電⼒を表⽰。従業員の節電意識を醸成

減らす3



商品はすべてカーボンニュートラル（Scope1,2）
「環境」の切り⼝で新たな販路開拓。経済⾯でも持続可能な取り組みへ

17 SA
GA

 C
OL

LE
CT

IV
E協

同
組

合
※

禁
転

載

開⽰する4



⾃分たちの⾔葉で継続的に伝える
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⽇々の活動をウェブサイトのニュース記事に記録、蓄積。顧客との接点を確保する

ウェブサイト
（ニュース記事）

⽇々の活動
Instagram

（ストーリーズ、投稿）
会報誌

（⽉末発⾏）

メールマガジン
（⽉末配信）

講演

サステナビリティ
レポート

開⽰する4



地道に記事を蓄積し活動に厚みをもたせる
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書いている内容以前に、記事の量と頻度で活動の本気度を⾒せられる

開⽰する4



個別具体的な取り組み事例が親近感をうむ
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⼈の気配がする記事、なぜ取り組むのか、苦悩や葛藤、その⼼を伝えることが重要

開⽰する4



サステナビリティレポートでは客観性も意識
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数字で実績を⽰す。不特定多数の読み⼿を意識したファクト中⼼の構成。エモさの匙加減

開⽰する4



脱炭素チャレンジカップ2025 環境⼤⾂賞
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審査員講評

多くの伝統産業が業種を超えて協働している。ま
た、数百年の歴史を持ち、⾃然環境と密接に関わ
りながら活動している産業が、気候変動による被
害（海苔の⾊づきへの影響など）について、被害
を受けたままで終わらせず、CO2削減に向けた取り
組みを進めている。これらの点が⾼く評価される
と共に、地域内での協⼒の輪をさらに広げていく
ことへの期待が⽰され、環境⼤⾂賞（企業・⾃治
体部⾨ ⾦賞）を受賞。企業・⾃治体部⾨は応募件
数が近年増加している。その中でも審査員からの
点数は⾮常に⾼いものであった。
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Naming & ShamingとKnowing & Showing
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名指しでの批判を恐れず、問題を認識し取り組み⽅針を⽰していく

佐藤寛先⽣（開発社会学舎）を招き、毎年勉強会を実施。第三者の視点を取り込む

開⽰する4


